
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面 を有する筐体と、
　　この筐体に収容され、上記上面に露出される情報の表示面を含む表示部と、
　　上記筐体に収容され、通信用のアンテナ、マイクおよびレシーバを有する無線通信手
段と、
　　
　　
　　上記無線通信手段のマイクおよびレシーバは、上記筐体の上面において上記表示面を
間に挟んだ両側に振り分けて配置 、上記カバーで覆われることなく上記筐
体の上面に露出 配置され、
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および下面

上記表示面と向かい合う透明な窓部を有するカバーと、
上記カバーを上記筐体に移動可能に支持するヒンジユニットと、を具備し、

されるとともに
するように

上記カバーは、上記表示面を覆う第１の位置と、上記表示面を露出させる第２の位置
と、上記筐体の下面に重なり合う第３の位置とに亘って移動可能であり、上記第１の位置
に移動した時に上記カバーの窓部が上記表示面と向かい合う携帯形電子機器であって、

上記ヒンジユニットは、
(i)第１および第２の端壁を有するヒンジケースと、
(ii)上記ヒンジケースの第１の端壁から突出し、上記筐体および上記カバーに夫

々回動可能に嵌合する第１および第２の凸部と、
(iii)上記ヒンジケースに収容され、上記第１および第２の凸部と同軸状をなす

第１および第２の軸部を有するスライダと、を含み、



　　　　

を特徴とする携帯形情報機器。
【請求項２】
　請求項１の記載において、上記カバーの窓部は、凸レンズ状の断面形状を有しているこ
とを特徴とする携帯形情報機器。
【請求項３】
　請求項１の記載において、上記筐体は、電源スイッチボタンおよび上記無線通信手段を
操作する操作スイッチボタンを有し、上記電源スイッチボタンおよび上記操作スイッチボ
タンは、上記筐体の上面に配置されて上記カバーが上記第１の位置に移動されている状態
においても、このカバーで覆われることなく上記筐体の上面に露出されていることを特徴
とする携帯形情報機器。
【請求項４】
　請求項１の記載において、

を特徴とする携帯形情報機器。
【請求項５】
　

を特徴とする携帯形情報機器。
【請求項６】
　請求項１の記載において、

を特徴とする携帯形情報機器。
【請求項７】
　

を特徴とする携帯形情報機器。
【請求項８】
　

を特徴
とする携帯形情報機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯電話、無線機および電子手帳としての機能を兼ね備えた携帯形情報機器に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
電子手帳のような個人情報を管理する携帯形情報機器は、携帯性が重要視されるために、
スーツのポケットに収容し得るような大きさを目安として設計されている。この主の携帯
形情報機器は、偏平な箱状をなす筐体を備えており、この筐体の内部には、液晶表示装置
が収容されている。液晶表示装置は、アドレス、スケジュールあるいはカレンダのような
個人情報を表示するための表示面を有している。
【０００３】
従来の携帯形情報機器では、使い易い操作性を実現するため、ペンによる手書き入力方式
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上記スライダは、上記第１および第２の軸部が上記ヒンジケースの上記第２の端
壁を貫通して上記筐体および上記カバーに夫々回動可能に嵌合する第１のスライド位置と
、上記第１および第２の軸部が上記筐体および上記カバーから離脱するように上記ヒンジ
ケースの内側に引っ込む第２のスライド位置とに亘ってスライド可能に上記ヒンジケース
に支持され、上記スライダを上記第２のスライド位置にスライドさせることで、上記ヒン
ジユニットと上記筐体および上記ヒンジユニットと上記カバーとの連結が解除されること

上記ヒンジユニットの上記スライダは、弾性変形が可能なレ
バー部を有し、上記ヒンジケースは、上記スライダが上記第１のスライド位置および第２
のスライド位置にスライドされた時に、上記レバー部が係合する一対の凹部を有し、上記
レバー部と上記凹部との係合により、上記スライダが上記第１のスライド位置および第２
のスライド位置に夫々保持されること

請求項１又は請求項４の記載において、上記スライダは、上記ヒンジケースの外方に露
出する指掛け部を備えていること

上記表示面は、情報を手書き入力する入力面としての機能を
兼ね備えていること

請求項６の記載において、上記表示面は、上記カバーが上記第１の位置にある時に、上
記窓部から外れる端部を有し、この表示面の端部に複数のアイコンが配置されていること

請求項１の記載において、上記筐体は、カード型電子部品が取り外し可能に収容される
収容部を有し、この収容部は上記筐体の側面に開口するスロットを備えていること



が採用されている。この手書き入力を実現するため、上記液晶表示装置の表示面上には、
タブレットが重ねて配置されている。タブレットは、ガラス製の入力面を有し、この入力
面が上記筐体の上面に露出されている。そして、入力面上には、電源のＯＮ・ＯＦＦ、機
能および表示モードの切換えを行なう各種のアイコンを含む操作系が配置されている。そ
のため、入力面上の所望のアイコンをペンで押圧したり、入力面上の所定のエリアに文字
や図形等の情報を手書き入力することにより、多彩な編集あるいは入力操作を行なえるよ
うになっている。
【０００４】
従来の携帯形情報機器は、入力面の傷つきや汚れを防止するための保護カバーを備えてい
る。保護カバーは、不透明な合成樹脂材料にて構成され、上記入力面と略同じ大きさを有
している。この保護カバーは、上記入力面を覆う第１の位置と、上記入力面を露出させる
第２の位置とに亘って回動可能に上記筐体に支持されている。そのため、ペンによる入力
操作は、保護カバーを第１の位置から第２の位置に向けて回動させ、入力面を筐体の外方
に露出させた状態で行なわれるようになっている。
【０００５】
ところで、このような携帯形情報機器において、最近、無線通信手段を内蔵し、通信機能
を強化した製品が開発されている。この無線通信手段は、通信用のアンテナ、マイクおよ
びレシーバを有している。マイクおよびレシーバは、筐体の上面において、上記入力面を
挟んだ両側に振り分けて配置されており、上記保護カバーが第１の位置に回動されている
状態においても、この保護カバーで覆われることなく上記筐体の上面に露出されている。
【０００６】
また、上記入力面には、無線通信手段を操作するアイコンが配置されている。そのため、
通信用のアイコンをペンで押圧すれば、無線通信手段が起動され、携帯形情報機器を携帯
電話あるいは無線機として使用し得るようになっている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
従来の携帯形情報機器によると、入力面を保護する保護カバーは、不透明な合成樹脂材料
にて構成されている。このため、保護カバーを第１の位置に回動させた状態では、保護カ
バーによって入力面が覆い隠されてしまい、この入力面に表示されている情報を見ること
ができなくなる。
【０００８】
したがって、入力面に表示された情報を見るためには、その都度、保護カバーを第１の位
置から第２の位置に回動させ、入力面を筐体の外方に露出させる必要がある。この結果、
保護カバーが入力面に表示された情報を見る上での妨げとなることがあり、操作性を高め
る上でいま一歩改善の余地が残されている。
【００１１】
　本発明の目的は、カバーを第２の位置に移動させることなく、表示面上に表示された情
報を見ることができ、使い易い操作性を実現

携帯形情報機器を
得ることにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明の一つの形態に係る携帯形情報機器は、
　上面 を有する筐体と、
　この筐体に収容され、上記上面に露出される情報の表示面を含む表示部と、
　上記筐体に収容され、通信用のアンテナ、マイクおよびレシーバを有する無線通信手段
と、
　
　
　上記無線通信手段のマイクおよびレシーバは、上記筐体の上面において上記表示面を間
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できるとともに、スライダをスライドさせる
だけの操作でヒンジユニットを筐体やカバーから取り外すことができる

および下面

上記表示面と向かい合う透明な窓部を有するカバーと、
上記カバーを上記筐体に移動可能に支持するヒンジユニットと、を備えており、



に挟んだ両側に振り分けて配置 、上記カバーで覆われることなく上記筐体
の上面に露出 配置され、
　

　　
　　　
　　　

　　　

　　　

を
特徴としている。
【００１３】
　このような構成の携帯形情報機器において、カバーを第１の位置に移動させると、この
カバーによって表示面が覆われる。この時、カバーの透明な窓部が表示面と向かい合うの
で、この窓部を通じて表示面を筐体の外方に露出させることができる。
　この結果、カバーを第２の位置に移動させなくとも、表示面上に表示された情報を確認
したり閲覧することができ、機器の使い勝手が良好となる。
　

【００２２】
【発明の実施の形態】
以下本発明の実施の形態を、個人情報を管理する電子手帳に適用した図面にもとづいて説
明する。
図１は、無線通信機能を装備した電子手帳１を示している。この電子手帳１は、合成樹脂
製の筐体２を備えている。筐体２は、電子手帳１の幅方向（左右方向）に延びる長軸Ａと
、奥行き方向に延びる短軸Ｂとを有する偏平な箱状をなしている。この筐体２は、スーツ
のポケットに収容し得るような大きさに形成されている。
【００２３】
図１、図２および図９に示すように、筐体２は、底壁３と、この底壁３と向かい合う上壁
４と、これら底壁３、上壁４に連なる左右の側壁５ａ，５ｂ，前壁６および後壁７とを備
えている。
【００２４】
筐体２は、ベース１０と、このベース１０に連なるベースカバー１１とで構成されている
。ベース１０は、上記底壁３と、この底壁３の外周縁部に連なる周壁１０ａとを有してい
る。この底壁３の下面は、凹凸のない平坦面となっている。ベースカバー１１は、上記上
壁４と、この上壁４の外周縁部に連なる周壁１１ａとを有している。これらベース１０と
ベースカバー１１とは、複数のねじ１２を介して結合されている。この結合により、上記
周壁１０ａ，１１ａが互いに連続し、上記筐体２の側壁５ａ，５ｂ、前壁６および後壁７
を構成するようになっている。
【００２５】
図９および図１４に示すように、筐体２の上壁４は、矩形状の開口部１３を有している。
この開口部１３は、筐体２の長軸Ａの方向に延びる長方形状をなしている。筐体２の上壁
４は、開口部１３の左側に位置された左端部４ａと、開口部１３の右側に位置された右端
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されるとともに
するように

上記カバーは、上記表示面を覆う第１の位置と、上記表示面を露出させる第２の位置と
、上記筐体の下面に重なり合う第３の位置とに亘って移動可能であり、上記第１の位置に
移動した時に上記カバーの窓部が上記表示面と向かい合う携帯形電子機器であって、

上記ヒンジユニットは、
(i)第１および第２の端壁を有するヒンジケースと、
(ii)上記ヒンジケースの第１の端壁から突出し、上記筐体および上記カバーに夫々

回動可能に嵌合する第１および第２の凸部と、
(iii)上記ヒンジケースに収容され、上記第１および第２の凸部と同軸状をなす第

１および第２の軸部を有するスライダと、を含み、
上記スライダは、上記第１および第２の軸部が上記ヒンジケースの上記第２の端壁

を貫通して上記筐体および上記カバーに夫々回動可能に嵌合する第１のスライド位置と、
上記第１および第２の軸部が上記筐体および上記カバーから離脱するように上記ヒンジケ
ースの内側に引っ込む第２のスライド位置とに亘ってスライド可能に上記ヒンジケースに
支持され、上記スライダを上記第２のスライド位置にスライドさせることで、上記ヒンジ
ユニットと上記筐体および上記ヒンジユニットと上記カバーとの連結が解除されること

さらに、スライダを第１のスライド位置から第２のスライド位置にスライドさせること
で、ヒンジユニットをカバーや筐体から簡単に取り外すことができる。



部４ｂとを有している。上壁４の左端部４ａおよび右端部４ｂは、夫々平坦な上面を有し
ている。この上壁４の左端部４ａは、上壁４の右端部４ｂよりも僅かに上方に張り出して
いる。
【００２６】
図９や図１３に示すように、上記ベース１０の左端部には、バッテリ収容部１４が形成さ
れている。バッテリ収容部１４は、筐体２の底壁３、左側の側壁５ａおよび前壁６に連続
して開放するような凹所にて構成されている。バッテリ収容部１４には、電子手帳１の駆
動用電源となるバッテリパック１５が取り外し可能に収容されている。このバッテリパッ
ク１５は、第１のバッテリカバー１６により覆われている。第１のバッテリカバー１６は
、上記ベース１０に取り外し可能に支持されている。
【００２７】
上記ベース１０の底壁３には、第１のロックレバー１７が配置されている。第１のロック
レバー１７は、第１のバッテリカバー１６をベース１０にロックするためのもので、上記
底壁３の下面に露出されている。第１のロックレバー１７は、第１のバッテリカバー１６
に係合するロック位置と、この第１のバッテリカバー１６から離脱されるロック解除位置
とに亘ってスライド可能に上記底壁３に支持されている。
【００２８】
図８や図９に示すように、筐体２の内部には、合成樹脂製のフレーム１８が収容されてい
る。フレーム１８は、ベースカバー１１の内側にきっちりと嵌まり込むような大きさを有
している。このフレーム１８は、一本のねじ１９を介してベースカバー１１に固定されて
いる。
【００２９】
フレーム１８は、ベース１０の底壁３と向かい合う下面１８ａと、ベースカバー１１の上
壁４と向かい合う上面１８ｂとを備えている。フレーム１８の下面１８ａには、メインの
回路基板２０が一対のねじ２１を介して支持されている。回路基板２０は、筐体２の前壁
６に沿う前縁部と、筐体２の後壁７に沿う後縁部と、筐体２の右側の側壁５ｂに沿う側縁
部とを有している。
【００３０】
回路基板２０の下面１８ａの前端部には、図１３に示すようなイヤホーンジャック２２が
実装されている。イヤホーンジャック２２は、イヤホーン２３のプラグ２３ａが取り外し
可能に接続されるもので、上記筐体２の前壁６に露出されている。
【００３１】
回路基板２０の下面１８ａの後端部には、ＲＳ２３２Ｃ規格のケーブル２４が接続される
インタフェースコネクタ２５と、上記バッテリパック１５を充電するためのプラグ２６が
接続される電源コネクタ２７と、赤外線通信用の発光部２８とが実装されている。これら
コネクタ２５，２７および発光部２８は、筐体２の幅方向に間隔を存して並べられている
とともに、夫々上記筐体２の後壁７を通じて外方に露出されている。そして、後壁７を構
成するベース１０の周壁１０ａには、上記インタフェースコネクタ２５および電源コネク
タ２７を開閉可能に覆う一対のコネクタカバー２９ａ，２９ｂと、発光部２８を覆うカバ
ー３０とが支持されている。
【００３２】
図９に示すように、上記筐体２の内部には、カード収容部３１が形成されている。カード
収容部３１は、回路基板２０の下面とベース１０の底壁３との間に形成され、上記筐体２
の右端部に位置されている。このカード収容部３１は、カードスロット３２を備えている
。カードスロット３２は、ベース１０の右側の周壁１０ｂに開口されている。このベース
１０には、カードスロット３２を開閉するカードカバー３３が支持されている。
【００３３】
カード収容部３１は、メモリ用のソリッドステートフロッピーディスクシステムを装備し
ている。このソリッドステートフロッピーディスクシステムは、カード形電子部品として
のソリッドステートフロッピーディスクカード３５（以下ＳＳＦＤＣと称する）と、この
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ＳＳＦＤＣ３５が取り外し可能に接続されるカードアダプタ３６とを備えている。
【００３４】
図１に示すように、上記ＳＳＦＤＣ３５は、矩形状をなす合成樹脂製のベースカード３７
を有している。ベースカード３７は、幅３７ｍｍ、長さ４５ｍｍ、厚さ０．８２ｍｍの寸
法を有し、通常のＰＣＭＣＩＡカードよりも遥かに小型化されている。
【００３５】
図１２に示すように、ベースカード３７は、その前半部に凹部３７ａを有している。この
凹部３７ａには、一括消去型のＥＥＰＲＯＭ、いわゆるフラッシュメモリ３８が収容され
ている。フラッシュメモリ３８は、情報を読み出しおよび書き込みするための複数の接触
端子３９を有している。これら接触端子３９は、ベースカード３７の表面に露出され、か
つこの表面と略同一面上に位置されている。ベースカード３７の表面には、書き込み禁止
機能を有する円形のシール４０が貼り付けられている。このシール４０は、導電性と光反
射性とを兼ね備えている。
【００３６】
図１０、図１１および図１３に示すように、上記カードアダプタ３６は、回路基板２０の
下面に実装されている。カードアダプタ３６は、上記カードスロット３２と向かい合って
いる。このカードアダプタ３６は、ＳＳＦＤＣ３５が差し込まれる溝状の挿入口４１を有
している。この挿入口４１の内部には、ＳＳＦＤＣ３５の接触端子３９に接する複数の接
触ピン（図示せず）と、ＳＳＦＤＣ３５のシール４０に接する一対の短絡ピン（図示せず
）とが配置されている。接触ピンは、回路基板２０上の書き込み・読み出し回路に電気的
に接続されている。短絡ピンは、回路基板２０上の書き込み禁止回路に電気的に接続され
ている。
【００３７】
カードアダプタ３６は、ＳＳＦＤＣ３５を排出するためのイジェクタ４２を装備している
。イジェクタ４２は、上記挿入口４１に挿入される押圧片４３を備えている。押圧片４３
は、上記カードスロット３２とは反対側から上記挿入口４１に挿入されており、上記ＳＳ
ＦＤＣ３５の挿入先端部に接している。このイジェクタ４２は、上記挿入口４１にＳＳＦ
ＤＣ３５を挿入した時に、このＳＳＦＤＣ３５によって挿入口４１から押し出される第１
の位置（図１０を参照）と、ＳＳＦＤＣ３５をカードスロット３２に向けて押圧する第２
の位置（図１１を参照）とに亘ってスライド可能に上記カードアダプタ３６に支持されて
いる。
【００３８】
イジェクタ４２は、上記ベース１０の底壁３に隣接されている。この底壁３には、操作レ
バー４５が配置されている。操作レバー４５は、上記底壁３の下面に露出される指掛け部
４５ａを有し、この操作レバー４５の一端部は、上記イジェクタ４２に接している。その
ため、操作レバー４５は、イジェクタ４２を第１の位置にスライドさせる第１のスライド
位置と、イジェクタ４２を第２の位置にスライドさせる第２のスライド位置とに亘ってス
ライド可能に上記底壁３に支持されている。
【００３９】
図２に示すように、筐体２の底壁３には、第２のロックレバー４７が配置されている。第
２のロックレバー４７は、上記操作レバー４５を第１の位置にロックするためのもので、
上記底壁３の下面に露出されている。第２のロックレバー４７は、上記操作レバー４５が
上記第１の位置にスライドされている時に、この操作レバー４５に係合するロック位置と
、この操作レバー４５から離脱されるロック解除位置とに亘ってスライド可能に上記底壁
３に支持されている。
【００４０】
このため、第２のロックレバー４７をロック解除位置にスライドさせると、この第２のロ
ックレバー４７と操作レバー４５との係合が解除され、操作レバー４５を第１の位置から
第２の位置に向けてスライドさせることができる。この操作レバー４５のスライドにより
、ＳＳＦＤＣ３５がカードアダプタ３６の挿入口４１から押し出され、カードスロット３
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２を通じて筐体２の外方に排出される。
【００４１】
ＳＳＦＤＣ３５をカードアダプタ３６の挿入口４１から押し出す場合に、ＳＳＦＤＣ３５
と回路基板２０上の書き込み・読み出し回路との電気的な接続が解除されていないと、Ｓ
ＳＦＤＣ３５に記憶された情報が消去されたり、破壊されることがあり得る。このため、
本実施形態の場合は、上記第２のロックレバー４７にＳＳＦＤＣ３５と書き込み・読み出
し回路との電気的な接続をＯＮ・ＯＦＦするスイッチとしての機能が付与されている。
【００４２】
すなわち、図１３に示すように、上記回路基板２０は、上記第２のロックレバー４７と向
かい合う部分に一対の導通パターン４９ａ，４９ｂを有している。導通パターン４９ａ，
４９ｂは、上記書き込み・読み出し回路およびカードアダプタ３６の接触ピンに接続され
ている。これら導通パターン４９ａ，４９ｂは、第２のロックレバー４７のスライド方向
に間隔を存して配置され、互いに電気的に絶縁されている。
【００４３】
図３に示すように、第２のロックレバー４７には、金属製の接触片５０が取り付けられて
いる。接触片５０は、第２のロックレバー４７がロック位置にスライドされている時に、
上記導通パターン４９ａ，４９ｂに接触し、これら導通パターン４９ａ，４９ｂを電気的
に導通させている。そのため、第２のロックレバー４７がロック位置にスライドされてい
る限り、ＳＳＦＤＣ３５と上記書き込み・読み出し回路とが電気的に接続された状態に維
持されるようになっている。
【００４４】
ＳＳＦＤＣ３５をカードアダプタ３６から排出するに当たって、第２のロックレバー４７
をロック位置からロック解除位置にスライドさせると、接触片５０が導通パターン４９ａ
，４９ｂから離脱する。そのため、ＳＳＦＤＣ３５と書き込み・読み出し回路との電気的
な接続が自動的に解除され、ＳＳＦＤＣ３５に記憶された情報の消去や破壊が阻止される
ようになっている。
【００４５】
図１３に示すように、回路基板２０の下面には、上記バッテリパック１５が取り外し可能
に接続されるバッテリコネクタ５３が実装されている。バッテリコネクタ５３は、回路基
板２０上の電源回路に電気的に接続されている。
【００４６】
バッテリパック１５をバッテリ収容部１５から取り外す際には、バッテリパック１５と電
源回路との電気的な接続を解除する必要がある。このため、本実施形態の場合は、上記第
１ののロックレバー１７にバッテリパック１５と電源回路との電気的な接続をＯＮ・ＯＦ
Ｆするスイッチとしての機能が付与されている。
【００４７】
すなわち、図１３に示すように、上記回路基板２０は、上記第１のロックレバー１７と向
かい合う部分に一対の導通パターン５４ａ，５４ｂを有している。導通パターン５４ａ，
５４ｂは、上記電源回路およびバッテリコネクタ５３に電気的に接続されている。これら
導通パターン５４ａ，５４ｂは、第１のロックレバー１７のスライド方向に間隔を存して
配置され、互いに電気的に絶縁されている。
【００４８】
図３に示すように、第１のロックレバー１７には、金属製の接触片５５が取り付けられて
いる。接触片５５は、第１のロックレバー１７がロック位置にスライドされている時に、
上記導通パターン５４ａ，５４ｂに接触し、これら導通パターン５４ａ，５４ｂを電気的
に導通させている。
【００４９】
そのため、第１のロックレバー１７がロック位置にスライドされている限り、バッテリコ
ネクタ５３と電源回路とが電気的に接続された状態に維持されるようになっている。
【００５０】
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バッテリパック１５をバッテリ収容部１４から取り出す当たって、第１のロックレバー１
７をロック位置からロック解除位置にスライドさせると、接触片５５が導通パターン５４
ａ，５４ｂから離脱する。そのため、バッテリパック１５と電源回路との電気的な接続が
自動的に解除されるようになっている。
【００５１】
なお、上記ベース１０の底壁３には、バックアップ用のメモリバッテリ（図示せず）を保
持する第２のバッテリカバー５６と、記憶された情報を全てクリアーするためのリセット
ボタン５７とが配置されている。
【００５２】
図８および図９に示すように、上記フレーム１８の上面１８ｂには、タッチパネル方式の
位置情報入力装置６０が配置されている。この入力装置６０は、表示部としての液晶表示
装置（ＬＣＤ）６１と、感圧式のタブレット６２とを備えている。
【００５３】
ＬＣＤ６１は、フラットな長方形板状をなしている。ＬＣＤ６１は、スケジュール、アド
レスおよびカレンダのような個人情報を表示する表示面６３を有している。このＬＣＤ６
１には、フレキシブルな配線基板６１ａが接続されている。配線基板６１ａは、フレーム
１８を貫通して回路基板２０の上面に導かれている。この配線基板６１ａの先端は、回路
基板２０の上面のＬＣＤコネクタ６４に接続されている。
【００５４】
タブレット６２は、上記ＬＣＤ６１の表示面６３に重ねられている。このタブレット６２
は、位置情報を手書き入力するための透明な入力面６５を有している。入力面６５は、上
記表示面６３と向かい合っており、この入力面６５に上記表示面６３上の個人情報が表示
されるようになっている。そして、これら入力面６５および上記表示面６４は、上記ベー
スカバー１１の開口部１３よりも僅かに大きな形状を有し、この入力面６５が開口部１３
を通じて筐体２の外方に露出されている。
【００５５】
入力面６５には、機能、表示モードの切換えを行なう各種のアイコン６６が配置されてい
る。アイコン６６は、入力面６５の左端部において、筐体２の奥行き方向に二列に並べら
れている。そのため、入力面６５上の所望のアイコン６６をスタイラスペン６７で押すと
、アイコン６６に対応したメニューが起動され、多彩な編集あるいは入力操作を行なえる
ようになっている
図８に示すように、タブレット６２の右側縁部には、係合爪７０が形成されている。係合
爪７０は、上記フレーム１８の係合孔７１に係止されている。そのため、タブレット６２
は、フレーム１８の上面１８ｂと協働して上記ＬＣＤ６１を挟み込んでおり、このことに
より、ＬＣＤ６１およびタブレット６２がフレーム１８に支持されている。
【００５６】
フレーム１８の上面１８ｂの右端部には、スイッチ基板７４が配置されている。スイッチ
基板７４は、上記係合爪７０を介してフレーム１８の上面１８ｂに保持されている。スイ
ッチ基板７４の上面には、柔軟なラバーシート７５が重ねられている。ラバーシート７５
の上面には、電源スイッチボタン７６と、四つのカーソルスイッチボタン７７と、電話ス
イッチボタン７８と、通話スイッチボタン７９と、終了スイッチボタン８０とが配置され
ている。これらスイッチボタン７６～８０は、上記スイッチ基板７４に電気的に接続され
ている。
【００５７】
電源スイッチボタン７６は、電子手帳１の電源をＯＮ・ＯＦＦ操作するためのものである
。カーソルスイッチボタン７７は、上記入力面６５に表示されたアドレスやスケジュール
のような個人情報をスクロールさせるためのもので、この入力面６５上に表示されるカー
ソルと連動されている。これらカーソルスイッチボタン７７は、一つのカーソル操作子８
１によって覆われている。電話スイッチボタン７８は、電子手帳１を携帯電話あるいは無
線機として使用する際に操作するためのものである。また、通話スイッチボタン７９は、
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通話を開始する際に操作するとともに、終了スイッチボタン８０は、通話を終了する際に
操作するためのものである。
【００５８】
スイッチ基板７４には、フレキシブルな配線基板８３が接続されている。配線基板８３は
、フレーム１８を貫通して回路基板２０の上面に導かれており、この配線基板８１の先端
は、回路基板２０の上面の基板コネクタ８４に接続されている。
【００５９】
上記各種のスイッチボタン７６、７８～８０およびカーソル操作子８１は、上記筐体２の
上壁４の右端部４ｂと向かい合っている。この上壁４の右端部には、複数の通孔８５が開
口されており、これら通孔８５を通じて上記各種のスイッチボタン７６、７８～８０およ
びカーソル操作子８１が上壁４の右端部４ｂに露出されている。
【００６０】
図３に示すように、ベース１０の内部には、上記スタイラスペン６７を取り出し可能に収
容するペン収容部８６が形成されている。ペン収容部８６は、筐体２の前壁６に沿って幅
方向に延びている。このペン収容部８６は、筐体２の前壁６と右側の側壁５ｂとで規定さ
れる角部に開口されている。
【００６１】
図８や図１３に示すように、電子手帳１は、携帯電話および無線機として機能する無線通
信手段を装備している。無線通信手段は、無線通信ユニット９０と、通信用のアンテナユ
ニット９１と、通話用のマイク９２およびレシーバ９３とを備えている。
【００６２】
無線通信ユニット９０は、高周波基板９５を有している。高周波基板９５は、スタッキン
グコネクタ９６を介して回路基板２０の下面に接続されている。これら高周波基板９５と
回路基板２０との間には、スペーサ９７が介在されている。スペーサ９７は、ねじ９８を
介して高周波基板９５に支持されている。
【００６３】
アンテナユニット９１は、円筒状のマスト１００と、このマスト１００に軸方向にスライ
ド可能に支持されたアンテナロッド１０１とを備えている。アンテナユニット９１は、上
記筐体２の後壁７に沿うようにして、この筐体２の内部に収容され、筐体２の幅方向に延
びている。アンテナユニット９１のマスト１００は、上記ベースカバー１１の後端部に嵌
合されている。
【００６４】
アンテナロッド１０１は、筐体２の外方に引き出される使用位置と、筐体２の内部に格納
される格納位置とに亘って伸縮可能となっている。このアンテナロッド１０１に先端部に
は、ストッパを兼ねる大径なアンテナヘッド１０１ａが取り付けられている。アンテナヘ
ッド１０１ａは、アンテナロッド１０１を格納位置に縮めた状態においても筐体２の左側
に突出されている。
【００６５】
アンテナユニット９１は、接続ケーブル１０２を介して上記高周波基板９５に接続されて
いる。そのため、アンテナユニット９１は、無線通信ユニット９０に電気的に接続されて
いる。
【００６６】
通話用のマイク９２は、回路基板２０の上面に支持され、上記上壁４の右端部４ｂの裏面
と向かい合っている。この上壁４の右端部４ｂには、マイク９２に連なる複数の通孔１０
５が開口されており、これら通孔１０５を通じて上記マイク９２が上壁４の上面に露出さ
れている。
【００６７】
通話用のレシーバ９３は、上記上壁４の左端部４ａの裏面に保持されている。このレシー
バ９３は、上記アンテナヘッド１０１ａに隣接されている。この上壁４の左端部４ａには
、レシーバ９３に連なる複数の放音孔１０６が開口されており、これら放音孔１０６を通
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じて上記レシーバ９３が上壁４の上面に露出されている。このレシーバ９３は、図示しな
いケーブルを介して上記回路基板２０に接続されている。
【００６８】
したがって、マイク９２およびレシーバ９３は、上壁４の上面において、上記入力面６５
を挟んだ左右両側に振り分けて配置されている。
なお、上記カーソル操作子８１に隣接された筐体２の右側の側壁５ｂには、電子手帳１を
携帯電話として使用する際の電話待ち受けスイッチボタン１０７が配置されている。この
スイッチボタン１０７は、上記回路基板２０の上面に支持された図示しない待ち受けスイ
ッチに連結されている。
【００６９】
図９および図１４に示すように、上記筐体２は、入力面６５の汚れや傷付きを防ぐ保護カ
バー１０９を備えている。保護カバー１０９は、上記ベースカバー１１の開口部１３を覆
うような大きさを有する平坦な板状をなしている。この保護カバー１０９は、合成樹脂製
のヒンジユニット１１０を介して上記ベースカバー１１に支持されている。
【００７０】
図１５ないし図１７に示すように、ヒンジユニット１１０は、ヒンジケース１１１と、こ
のヒンジケース１１１に収容されたスライダ１１２とを備えている。ヒンジケース１１１
は、ヒンジベース１１３とヒンジカバー１１４とに分割されている。
【００７１】
ヒンジベース１１３は、筐体２の幅方向に延びる長方形の板状をなしている。このヒンジ
ベース１１３の両端部には、第１および第２の端壁１１５ａ，１１５ｂが一体に形成され
ている。
【００７２】
第１の端壁１１５ａは、円柱状をなす第１および第２の凸部１１６ａ，１１６ｂを有して
いる。第１および第２の凸部１１６ａ，１１６ｂは、第１の端壁１１５ａの外側面から突
出されており、これら第１および第２の凸部１１６ａ，１１６ｂは、互いに離間して配置
されている。
【００７３】
第２の端壁１１５ｂは、一対の挿通孔１１７ａ，１１７ｂを有している。挿通孔１１７ａ
，１１７ｂは、上記第１および第２の凸部１１６ａ，１１６ｂの軸線上に配置され、これ
ら第１および第２の凸部１１６ａ，１１６ｂと向かい合っている。
【００７４】
また、ヒンジベース１１３は、ガイド壁１１９を備えている。ガイド壁１１９は、第１の
端壁１１５ａと第２の端壁１１５ｂとの間に位置されている。ガイド壁１１９は、上記ヒ
ンジベース１１３の長手方向に延びる一対のガイド面１２０ａ，１２０ｂと、一対の凹部
１２１ａ，１２１ｂとを有している。凹部１２１ａ，１２１ｂは、ヒンジベース１１３の
長手方向に互いに並べて配置されている。
【００７５】
上記ヒンジカバー１１４は、上記ヒンジベース１１３の第１および第２の端壁１１５ａ，
１１５ｂの間に取り外し可能に嵌合されている。このヒンジカバー１１４の略中央部には
、開口部１２３が形成されている。
【００７６】
上記スライダ１１２は、上記ヒンジベース１１３とヒンジカバー１１４との間に挟み込ま
れている。スライダ１１２は、第１および第２の軸部１２５ａ，１２５ｂと、これら軸部
１２５ａ，１２５ｂの間に跨がる板状の連結部１２６とを有している。第１および第２の
軸部１２５ａ，１２５ｂは、上記ヒンジベース１１３の長手方向に沿って延びるとともに
、互いに平行に配置されている。
【００７７】
このスライダ１１２は、ヒンジベース１１３に保持されている。このヒンジベース１１３
のガイド壁１１９は、上記第１および第２の軸部１２５ａ，１２５ｂの間に配置されてお
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り、このガイド壁１１９のガイド面１２０ａ，１２０ｂに第１および第２の軸部１２５ａ
，１２５ｂが摺動可能に接している。
【００７８】
第１および第２の軸部１２５ａ，１２５ｂの一端部は、上記ヒンジベース１１３の挿通孔
１１７ａ，１１７ｂに導入されている。これら第１および第２の軸部１２５ａ，１２５ｂ
と上記凸部１１６ａ，１１６ｂとは、互いに同軸状に位置されている。そして、スライダ
１１２は、図１８に示すように、第１および第２の軸部１２５ａ，１２５ｂがヒンジケー
ス１１１の外方に突出される第１のスライド位置と、図１９に示すように、第１および第
２の軸部１２５ａ，１２５ｂがヒンジケース１１１の内側に引っ込む第２のスライド位置
とに亘ってスライド可能に上記ヒンジケース１１１に支持されている。
【００７９】
スライダ１１２の連結部１２６は、指掛け部１２８を備えている。この指掛け部１２８は
、上記スライダ１１２を第１のスライド位置又は第２のスライド位置にスライドさせるた
めのもので、上記ヒンジカバー１１４の開口部１２３を通じてヒンジケース１１１の外方
に露出されている。
【００８０】
また、スライダ１１２の連結部１２６には、弾性変形が可能なレバー部１３０が一体に形
成されている。レバー部１３０の先端には、係合凸部１３１が形成されている。係合凸部
１３１は、スライダ１１２を第１のスライド位置又は第２のスライド位置にスライドさせ
た時に、上記ガイド壁１１９のいずれかの凹部１２１ａ又は１２１ｂに弾性的に係合され
る。この係合により、上記スライダ１１２が第１および第２のスライド位置に保持される
とともに、このスライド操作時に節度感が得られるようになっている。
【００８１】
図１および図５に示すように、上記保護カバー１０９の後端部および筐体２０の後壁７は
、夫々上記ヒンジケース１１１が嵌まり込む凹部１３５ａ，１３５ｂを有している。これ
ら凹部１３５ａ，１３５ｂは、互いに連通されている。
【００８２】
保護カバー１０９の凹部１３５ａの内面には、図１８や図１９に示すような一対の嵌合孔
１３６ａ，１３６ｂが形成されている。嵌合孔１３６ａ，１３６ｂは、保護カバー１０９
の幅方向に互いに向かい合っており、これら嵌合孔１３６ａ，１３６ｂに上記ヒンジユニ
ット１１０の第１の凸部１１６ａおよび第１の軸部１２５ａが夫々回動可能に嵌合されて
いる。
【００８３】
筐体２の凹部１３５ｂの内面には、一対の嵌合孔１３７ａ，１３７ｂが形成されている。
嵌合孔１３７ａ，１３７ｂは、ベースカバー１１に形成されている。嵌合孔１３７ａ，１
３７ｂは、筐体２の幅方向に互いに向かい合っており、これら嵌合孔１３７ａ，１３７ｂ
に上記ヒンジユニット１１０の第２の凸部１１６ｂおよび第２の軸部１２５ｂが夫々回動
可能に嵌合されている。
【００８４】
　したがって、保護カバー１０９は、ヒンジケース１１１が凹部１３５ａ，１３５ｂに嵌
合されている状態において、上記第１の凸部１１６ａと第１の軸部１２５ａとを支点とし
て、上記筐体２の入力面６５を覆う第１の位置と、この入力面６５を露出させる第２の位
置とに亘って回動可能に上記筐体２のベースカバー１１に支持されている。
　それとともに、上記ヒンジケース１１１を凹部１３５ａ，１３５ｂから引き出すと、こ
のヒンジケース１１１自体が上記第２の凸部１１６ｂと第２の軸部１２５ｂを支点として
回動する。そのため、上記保護カバー１０９は、 第２の凸部１１６ｂと第２の軸部１
２５ｂを支点として、上記第２の位置から筐体 の底壁３側に反転する第３の位置に向け
て回動可能に上記筐体２のベースカバー１１に支持されている。
【００８５】
　保護カバー１０９を第１の位置に回動させた状態では、この保護カバー１０９は、上記
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ベースカバー１１の上壁４の左端部４ａと右端部４ｂとの間に位置されている。そのため
、上壁４の上面に配置された スイッチボタン７６、電話スイッチボタン７８、通話ス
イッチボタン７９、 スイッチボタン８０、カーソル操作子８１および通話用のマイク
９２とレシーバ９３は、上記保護カバー１０９で覆われること 上壁４の上面に露
出されている。そして、保護カバー１０９の左端部は、上壁４の左端部４ａの上面に略面
一に連続 、保護カバー１０９と筐体２との一体感が高められている。
【００８６】
また、図６や図７に示すように、保護カバー１０９を第３の位置に回動させた状態では、
この保護カバー１０９は、筐体２の底壁３の範囲内において、この底壁３の下面に重ね合
わされている。この底壁３の下面は、凹凸のない平坦面であるから、保護カバー１０９が
底壁３の下面から浮き上がることはなく、この底壁３の下面に密接するようになっている
。
【００８７】
ヒンジユニット１１０を保護カバー１０９および筐体２に連結するには、まず、スライダ
１１２の指掛け部１２８に指先を引っ掛け、このスライダ１１２を第２のスライド位置に
スライドさせる。
【００８８】
次に、ヒンジユニット１１０のヒンジケース１１１を保護カバー１０９の凹部１３５ａお
よび筐体２の凹部１３５ｂに嵌め込み、第１の凸部１１６ａを保護カバー１０９の嵌合孔
１３６ｂに挿入するとともに、第２の凸部１１６ｂを筐体２の嵌合孔１３７ｂに挿入する
。この状態でスライダ１１２を第２のスライド位置から第１のスライド位置にスライドさ
せる。このスライドにより、第１および第２の軸部１２５ａ，１２５ｂが保護カバー１０
９の嵌合孔１３６ａおよび筐体２の嵌合孔１３７ａに夫々入り込み、このヒンジユニット
１１０を介して筐体２と保護カバー１０９とが回動可能に連結される。
【００８９】
筐体２と保護カバー１０９とが連結されている状態において、上記スライダ１１２を第１
のスライド位置から第２のスライド位置にスライドさせると、このスライダ１１２の第１
および第２の軸部１２５ａ，１２５ｂが保護カバー１０９の嵌合孔１３６ａおよび筐体２
の嵌合孔１３７ａから離脱する。そのため、ヒンジユニット１１０と筐体２および保護カ
バー１０９との連結が解除され、このヒンジユニット１１０を筐体２および保護カバー１
０９の凹部１３５ａ，１３５ｂから取り外すことができる。
【００９０】
ところで、上記筐体２の入力面６５を保護する保護カバー１０９は、透明な合成樹脂材料
にて構成されている。保護カバー１０９は、その周縁部に周方向に連続して塗装が施され
た不透明な遮蔽部１４０を有している。この遮蔽部１４０で囲まれた部分は、透明な窓部
１４１となっており、この窓部１４１は、上記入力面６５よりも僅かに小さな形状を有し
ている。
【００９１】
窓部１４１は、保護カバー１０９を第１の位置に回動させた状態において、上記入力面６
５と向かい合っている。そのため、入力面６５が保護カバー１０９で覆われていても、こ
の入力面６５は、窓部１４１を通じて筐体２の外方に露出されている。
【００９２】
この場合、窓部１４１は、入力面６５よりも僅かに小さいために、この入力面６５の左端
部は、窓部１４１から外れている。入力面６５の左端部に配置されたアイコン６６は、上
記遮蔽部１４０と向かい合っている。そのため、保護カバー１０９が第１の位置に回動さ
れている状態では、アイコン６６は遮蔽部１４０によって覆い隠されている。
【００９３】
また、図９に示すように、保護カバー１０９の窓部１４１の上面は、円弧状に張り出すよ
うに湾曲されており、この窓部１４１自体が凸レンズ状の断面形状を有している。そのた
め、窓部１４１を通して入力面６５を見た場合に、この入力面６５上に表示されたアドレ
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スのような個人情報が拡大されるようになっている。
【００９４】
図５に示すように、開口部１３に連なるベースカバー１１の上壁４の前端部には、保持手
段としてのマグネット１４５が取り付けられている。マグネット１４５は、保護カバー１
０９を上記第１の位置に回動させた時に、この保護カバー１０９の遮蔽部１４０と向かい
合うようになっており、この遮蔽部１４０には、磁性体からなるシート１４６が取り付け
られている。そのため、保護カバー１０９を第１の位置に回動させると、シート１４６が
マグネット１４５に吸着され、保護カバー１０９が第１の位置に保持されるようになって
いる。
【００９５】
したがって、保護カバー１０９のがたつきや、この保護カバー１０９の不用意な回動が阻
止されている。
なお、図４から明らかなように、筐体２の前壁６は、筐体２の幅方向に沿う中央部から左
側に進むに従い滑らかな円弧を描いて前方に張り出している。このため、筐体２の奥行き
寸法は、マイク９２側の右端部よりもレシーバ９３側の左端部の方が大きくなっている。
この結果、上記レシーバ９３を上向きにした姿勢で筐体２を握持した時に、この筐体２を
握り易くなり、筐体２が手から抜け落ち難くなる。
【００９６】
このような構成の電子手帳１は、以下の手順に従って組み立てられる。
図１３に示すように、ベースカバー１１を裏返し、アンテナユニット９１のマスト１００
をベースカバー１１の後端部に嵌め込む。そして、ベースカバー１１の左端部４ａの内面
に、ラバーシート７５とカーソル操作子８１とを重ね合わせ、このカーソル操作子８１お
よびラバーシート７５に保持された各種のスイッチボタン７６、７８～８０を通孔１０５
に位置させる。
【００９７】
次に、フレーム１８の上面１８ｂにＬＣＤ６１およびタブレット６２を重ね合わせ、この
タブレット６２の係合爪７０をフレーム１８の係合孔７１に引っ掛ける。このことにより
、ＬＣＤ６１およびタブレット６２がフレーム１８に仮止めされる。ＬＣＤ６１をフレー
ム１８の上面１８ｂに載せる際に、このＬＣＤ６１の配線基板６１ａをフレーム１８を貫
通させて、フレーム１８の下方に導いておく。同様に、スイッチ基板７４に予め配線基板
８３を接続し、この配線基板８３をフレーム１８を貫通させて、フレーム１８の下方に導
いておく。そして、この状態でフレーム１８をベースカバー１１の内側に嵌め込み、ねじ
１９を介してベースカバー１１に固定する。
【００９８】
次に、回路基板２０のＬＣＤコネクタ６４に上記ＬＣＤ６１の配線基板６１ａを接続する
とともに、回路基板２０の基板コネクタ８４に上記スイッチ基板７４の配線基板８３を接
続する。この後、回路基板２０をフレーム１８の下面１８ａに重ね合わせ、ねじ２１を介
してフレーム１８に固定する。
【００９９】
フレーム１８および回路基板２０をベースカバー１１に固定したならば、このベースカバ
ー１１に待ち受けボタン１０７を取り付け、この待ち受けボタン１０７を回路基板２０の
待ち受けスイッチに連結する。
【０１００】
次に、無線通信ユニット９０の高周波基板９５にねじ９８を介してスペーサ９７を取り付
ける。そして、この高周波基板９５のスタッキングコネクタ９６を上記回路基板２０の下
面に接続し、無線通信ユニット９０と回路基板２０とを電気的に接続する。この後、無線
通信ユニット９０の高周波基板９５にアンテナユニット９１の接続ケーブル１０２を接続
する。
【０１０１】
次に、レシーバ９３をベースカバー１１の右端部４ｂの内面に嵌め込み、このレシーバ９
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３のケーブルを回路基板２０に接続する。この状態で、ベース１０をベースカバー１１に
被せ、これらベース１０およびベースカバー１１をねじ１２を介して互いに結合する。そ
して、最後にベース１０のバッテリ収容部１４にバッテリパック１５を装着し、このベー
ス１０に第１のバッテリカバー１６を取り付けることで、電子手帳１の組み立てが完了す
る。
【０１０２】
このような構成の電子手帳１において、情報の入力および編集作業を行なうには、保護カ
バー１０９を第１の位置から第２の位置又は第３の位置に回動させ、筐体２の入力面６５
を直接外方に露出させる。そして、この入力面６５の所望のアイコン６６をスタイラスペ
ン６７で押圧したり、このスタイラスペン６７を用いて入力面６５に文字や図形等の情報
を直接手書き入力する。
【０１０３】
一方、電子手帳１を携帯電話あるいは無線機として使用するには、アンテナロッド１０１
を格納位置から使用位置に引き出し、電波を充分に送受信し得るようにする。この時、保
護カバー１０９が第１の位置に回動されていても、この保護カバー１０９の透明な窓部１
４１が上記入力面６５と向かい合っているので、この入力面６５は、窓部１４１を通じて
外方に露出されている。
【０１０４】
電話をかける場合は、電源スイッチボタン７６および電話スイッチボタン７８を指先で押
圧し、電子手帳１に記憶されている通話相手の名前や電話番号およびその他の情報を入力
面６５に表示させる。そして、カーソル操作子８１を指先で操作することにより、入力面
６５に表示された情報をスクロールさせ、所望の情報を選択する。情報の選択が完了した
ならば、通話スイッチボタン７９を指先で押圧する。
【０１０５】
この状態で、マイク９２の部分を下向きにした姿勢で筐体２を握持し、マイク９２を口元
に位置させるとともに、レシーバ９３を耳元に位置させる。このことにより、所望の相手
との通話が可能となる。
【０１０６】
電子手帳１を携帯電話あるいは無線機として使用しつつ、情報の入力および編集作業を行
なうには、図５に示すように、保護カバー１０９を第１の位置から第２の位置又は第３の
位置に向けて回動させ、筐体２の入力面６５を直接外方に露出させる。そして、この入力
面６７を上記スタイラスペン６７で押圧したり、文字や図形を手書き入力することにより
、情報の入力および編集操作を行なう。
【０１０７】
それとともに、筐体２のイヤホーンジャック２２にイヤホーン２３のプラグ２３ａを挿入
し、相手側との通話内容は、イヤホン２３を利用して聞き取るようにする。
【０１０８】
この場合、筐体２は、入力および編集作業を行なう関係から、筐体２を手で握持したり、
あるいは机の天板に載せたいずれの状態においても、入力面６５を横向きにした略水平の
姿勢に保持されることになる。すると、アンテナロッド１０１も水平に寝かされることに
なり、電波を効率良く送受信することができなくなる恐れがあり得る。
【０１０９】
しかるに、上記構成の場合、アンテナユニット９１のアンテナロッド１０１は、筐体２の
内部に格納される格納位置から筐体２の外方に突出される使用位置に向けて引き出し可能
となっている。そのため、アンテナロッド１０１を筐体２から引き出しておけば、たとえ
このアンテナロッド１０１が略水平に寝かされていても、電波を充分に受信することが可
能となり、通話品質が良好となる。
【０１１０】
このような本発明の電子手帳１によると、筐体２の入力面６５を覆う保護カバー１０９は
、透明な窓部１４１を有し、この窓部１４１は、保護カバー１０９を第１の位置に回動さ
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せた時に、上記入力面６５と向かい合うようになっている。そのため、窓部１４１を通じ
て入力面６５を外方に露出させることができ、保護カバー１０９を第１の位置に保持した
ままの状態で、入力面６５に表示されたアドレス等の情報を確認したり、閲覧することが
できる。よって、保護カバー１０９の開閉操作が不要となり、電子手帳１の使い勝手が良
好となる。
【０１１１】
しかも、入力面６５と向かい合う窓部１４１は、凸レンズ状の断面形状を有しているので
、この窓部１４１を通じて入力面６５を見た時に、この入力面６５上に表示された文字や
図形等の情報が拡大される。したがって、保護カバー１０９の窓部１４１が拡大鏡として
の機能を果たし、入力面６５上に表示される文字や図形等の情報のサイズが小さくても、
この情報を容易に確認したり読み取ることができる。
【０１１２】
また、入力面６５上のアイコン６６は、保護カバー１０９を第１の位置に回動させた時に
、窓部１４１を取り囲む遮蔽部１４０によって覆い隠されるために、窓部１４１を通じて
入力面６５上の情報を確認したり、読み取る際にアイコン６６が視野内に入り込まずに済
む。そのため、入力面６５がすっきりと整理され、入力面６５が見易くなる。
【０１１３】
また、上記構成によると、電子手帳１を携帯電話あるいは無線機として使用する際に用い
るマイク９２やレシーバ９３ならびに各種のスイッチボタン７６，７８～８０およびカー
ソル操作子８１は、上記保護カバー１０９が第１の位置に回動されている状態においても
、この保護カバー１０９で覆われることなく常にベースカバー１１の上面に露出されてい
る。このため、保護カバー１０９を第２の位置又は第３の位置にに回動させなくとも、通
話操作が可能となる。
【０１１４】
それとともに、上記のように透明な窓部１４１を通じて入力面６５を見ることができるの
で、この入力面６５に表示される通話先の名前や電話番号等のアドレス情報を窓部１４１
を通じて確認したり、閲覧することができる。
【０１１５】
したがって、電話をかけたり、電話を受ける際に、その都度保護カバー１０９を開閉する
必要はなく、使い易い操作性を実現することができる。
また、図６や図７に示すように、保護カバー１０９を第３の位置に回動させた状態では、
この保護カバー１０９が略３６０度反転して筐体２の平坦な底壁３に重なり合うので、筐
体２の厚み寸法を最小限に抑えることができる。それとともに、保護カバー１０９を第３
の位置に回動させた状態においても、この保護カバー１０９は、底壁３の範囲内に収まり
、保護カバー１０９の外周縁部が筐体２の周囲に張り出すことはない。
【０１１６】
したがって、保護カバー１０９を第３の位置に回動させた状態においても、筐体２を握持
し易くなり、電子手帳１の取り扱いが良好となる。
さらに、通信用のアンテナユニット９１のアンテナロッド１０１は、筐体２のレシーバ９
３側の左端部から引き出されるので、レシーバ９３を耳元にあてがった時には、アンテナ
ロッド１０１が起立する。そのため、電波を効率良く送受信することができ、通話品質が
良好となるといった利点がある。
【０１１７】
【発明の効果】
　以上詳述した本発明によれば、

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る電子手帳およびこの電子手帳に用いるＳＳＦＤＣの斜

10

20

30

40

50

(15) JP 3788838 B2 2006.6.21

カバーを第１の位置から第２の位置に移動させなくとも
、表示面上に表示された情報を確認したり閲覧することが可能となり、機器の使い勝手が
良好となる。それとともに、スライダを第１のスライド位置から第２のスライド位置にス
ライドさせるだけで、ヒンジユニットをカバーや筐体から簡単に取り外すことができる。



視図。
【図２】筐体を裏返した状態を示す電子手帳の斜視図。
【図３】筐体のベースからバッテリパックおよびバッテリカバーを取り外した状態を示す
斜視図。
【図４】保護カバーを第１の位置に回動させた状態を示す電子手帳の平面図。
【図５】保護カバーを第２の位置に回動させた状態を示す電子手帳の平面図。
【図６】保護カバーを第３の位置に回動させた状態を示す電子手帳の背面図。
【図７】保護カバーを第３の位置に回動させた状態を示す電子手帳の側面図。
【図８】筐体のベースカバーからタブレット、ＬＣＤ、フレームおよび回路基板を取り外
した状態を示す分解して示す斜視図。
【図９】電子手帳の断面図。
【図１０】ＳＳＦＤＣをカード収容部に収容した状態を示す筐体の断面図。
【図１１】ＳＳＦＤＣをカード収容部から押し出した状態を示す筐体の断面図。
【図１２】ＳＳＦＤＣの断面図。
【図１３】筐体のベースカバーにアンテナユニット、フレームおよび回路基板を組み込ん
だ状態を示す斜視図。
【図１４】筐体のベースカバー、ヒンジユニットおよび保護カバーとの関係を分解して示
す斜視図。
【図１５】ヒンジユニットを分解して示す斜視図。
【図１６】ヒンジユニットの斜視図。
【図１７】ヒンジユニットの断面図。
【図１８】ヒンジユニットの第１および第２の軸部を、保護カバーおよびベースカバーに
夫々係合させた状態を示す断面図。
【図１９】ヒンジユニットの第１および第２の軸部を、保護カバーおよびベースカバーか
ら夫々離脱させた状態を示す断面図。
【符号の説明】
　２…筐体、６１…表示部（ＬＣＤ）、６３…表示面、９０…無線通信手段（無線通信ユ
ニット）、９１…アンテナ（アンテナユニット）、９２…マイク、９３…レシーバ、１０
９…カバー（保護カバー）、

１４１…窓部。
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１１０…ヒンジユニット、１１１…ヒンジケース、１１２…
スライダ、１１５ａ，１１５ｂ…第１および第２の端壁、１１６ａ，１１６ｂ…第１およ
び第２の凸部、１２５ａ，１２５ｂ…第１および第２の軸部、



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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